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１．研究計画の概要 
共変的な弦の場の理論において、非摂動的な
解の量子的性質あるいは、量子論的な真空を
直接解析することを目的とする。そのために
は、 
(1)できるだけゲージアーティファクトの少
ない良質なゲージ固定を見つける。 
(2)新しいゲージでのファイマン則を決定し
摂動振幅の構成することとそのゲージ不変
性を示す。 
(3)その上で、非摂動的な解の構成と量子的性
質の解析を行う。 
(4)真空の波動関数の解析へと繋げて行く。 
というステップを踏んで研究を進める必要
がある。 
 
２．研究の進捗状況 
上記計画の内、(1)に関しては、Siegelゲージ
の持っていたゲージアーティファクトを回
避できる新しいゲージ a-gaugeを開発、さら
にそれを包括する極めて広いクラスをカバ
ーする一般線形ゲージを開発することがで
きた。これらのゲージで(2)のステップ、すな
わち摂動振幅の構成とゲージ不変性の証明
にも成功した。また、レベル切断近似による
タキオン凝縮解の解析をゲージアーティフ
ァクトを回避して実行することに成功し、(3)
に関してもその前半部分が達成できたと言
える。現在、その解の周りの量子的揺らぎに
関する解析を遂行中である。 
 
３．現在までの達成度 
前述のように、計画していたステップを順調
に踏んで、少なくとも量子的解析に入る前の
道具立ての部分は予定通りの成果を上げて

おり、「②おおむね順調に進展している」と
いうことができる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
計画の(3)の後半部分に関しては、現在の方
針によって一定の成果があがると思われる。
一方、(4)に関しては、弦の場の理論の持つ
根本的問題とも絡むため、新たな研究計画を
立ててじっくり取り組む必要があるだろう。 
 
５. 代表的な研究成果 
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